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１． はじめに 

中国で行われたある調査によれば，ネットシ

ョッピングをする時，ユーザがこの商品を買う

かどうかどうかは，43.4%の人々が他のユーザが

書いたレビューの内容に判断される．つまり，

商品のレビューはネットショッピングを利用す

るユーザにとって重要な購入意思決定要因であ

る．実際日本の研究では，化粧品ブランドにお

けるレビューの関係性の類似度を算出し，それ

を基にユーザに推薦するシステムなどが提案さ

れている[1]． 

しかし、ユーザのコメントには、その人の好

みや価値観が反映されている．例えば，値段に

拘らないユーザと割安感を重視するユーザでは，

同じ商品であっても評価は異なるであろう．つ

まり，ユーザ達の評価が高くても，その商品を

新たに買うことを検討している他のユーザが必

ず満足するとは限らないであろう． 

そこで本研究では，レビュー同士を比較する

のではなく、ユーザの価値観とレビューに基づ

く商品評価を比較し，ユーザの価値観に合った

商品を推薦するシステムを提案する．実際に構

築したシステムでは，中国の電子商取引（EC）

の最大手、阿里巴巴集団（アリババ）から API

を利用してシステムのユーザの興味がある商品

についてのレビューデータおよびユーザが「そ

の商品を買いたい／買いたくない」というデー

タを収集し，その分析結果に基づいて，ユーザ

に対して対象商品の「お薦め度」を示すシステ

ムを実装する． 

次の第 2 節では，提案するシステムの構成

（アイディア）を示す．そして，第 3 節では提

案システムの実装手順について説明する．第 4

節では，提案システムのこれまでの先行研究に

おける位置付けを議論する． 

 

 

 

２． 提案システムの構成 

 提案システム構成の概要を図１に示す．図 1

に示すように，提案システムは＜インターフェ

ース＞で「購入商品との比較商品の購入意思の

入力」と「実際に買いたい商品の入力」を行い，

＜データ分析＞で「比較標品のレビューデータ

の取得」「レビューデータの形態素解析」「実

際に買いたい商品のお薦め度の算出」を行う．

算出された「お薦め度」は＜インターフェース

＞で表示される． 

＜データ分析＞＜インターフェース＞

・購入商品との比較商
品の購入意思の入力

・実際に買いたい商品
の入力，

・お薦め度の表示

・比較商品のレビュー
データの取得，

・レビューデータの形
態素解析と判別分析

・お薦め度の算出
 

図１：提案システムの概要 
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図２：提案システムでの表示／計算手順 

 

 提案システムにおいて，インターフェースか
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らのデータ入力と計算，結果表示手順は図２に

示すとおりである（図２）． 

① 「アリババ」で扱っている商品から比較用商

品を選び，その ID をインターフェースから

の入力 

② 選んだ比較用商品のレビューに含まれる頻出

キーワード（形態素）の表示 

③ 比較用商品に対するユーザの購入意思（購入

／非購入）購入意思の入力 

④ ①～③を複数回（デフォ r とは 20 回）繰返

し，レビューデータ全体の頻出単語の各商品

のレビューの有無を説明変数とした購入／非

購入の実行 

⑤ 実際に購入を検討している商品のレビューデ

ータと判別分析の結果の照合による「お薦め

度の計算 

⑥ Web ページからの「お薦め度」の表示 

 

３． 実装手順 

 システムの実装は，Python で利用することの

できる４つのアプリケーションフレームワーク

を利用して行った（図３）．各フレームワーク

の利用目的は下記のとおりである． 
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図３：システムの実装に利用したアプリケーシ

ョンフレームワーク 

 

・AlibabaAPI：Python⇔Albaba（比較商品およ

び購入候補商品のレビューデータの取得） 

・Xwings：Python⇔Excel（比較商品の購入判別

分析と「お薦め度」の計算） 

・MySQL：Python⇔MySQL（比較商品および購入

候補商品のレビューデータの保存） 

・Flask：Python⇔Web ページ（比較商品のレビ

ュー表示と購入意思の有無の入力・実際に買い

たい標品に対する「お薦め度」の表示） 

 

 以上の手順に基づき実装したシステムのイン

ターフェースを図４に示す． 

 

 
図４：実装システムのインターフェース 

 

 図４に示されたインターフェースから，ユー

ザは「比較商品の購入／非購入」を入力し，

「実際に購入を検討している商品のお薦め度」

を得ることができる． 

 

４． 提案システムの位置付け 

 オンラインショッピングにおける，リコメン

デーションと他のユーザによるレビューの重要

性は長い間議論されている（例えば[2]）．また

最近は他のユーザだけではなく，購入しようと

しているユーザ（勾配ユーザ）の過去の購買行

動に注目した研究が行われている[3]． 

 提案システムは，購買ユーザの価値観を，購

買履歴ではなく，比較商品の購買／非購買のシ

ミュレーションにより把握し，商品をリコメン

ドするものである． 
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